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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　

平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
会
は
、

九
月
十
二
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
二

十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。 

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
平
成
二
十
三

年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
、
議
員
か
ら
東
日
本
大
震
災
に
際

し
、
被
災
地
で
活
動
さ
れ
た
自
衛
隊

等
に
感
謝
す
る
決
議
な
ど
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
茨
城
空
港
の
就
航

対
策
と
利
用
促
進
策
、
医
療
施
設
な

ど
の
耐
震
化
、
境
特
別
支
援
学
校
の

コ
ン
セ
プ
ト
、
津
波
浸
水
想
定
区
域

図
の
見
直
し
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

（
二
・
三
面
）

　

一
般
質
問
は
、
県
西
地
域
振
興
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
林
業
再
生
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
東
海
第
二
原
発
廃
炉
の
決
断
、

つ
く
ば
地
域
の
今
後
の
観
光
振
興
、

県
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
、
大

災
害
に
備
え
た
自
衛
隊
と
の
防
災
訓

練
、
取
手
競
輪
場
の
レ
ー
ス
再
開
、

女
性
医
師
へ
の
総
合
的
な
支
援
、
沖

縄
便
就
航
の
取
り
組
み
、
常
陸
那
珂

港
区
中
央
埠
頭
地
区
の
整
備
、
被
災

地
と
し
て
の
茨
城
県
の
位
置
付
け
、

県
地
域
防
災
計
画
の
改
定
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。（
四
〜
六
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の

審
議
、
そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る

質
疑
を
行
い
、
黄
門
マ
ル
シ
ェ
の
今

後
の
展
開
、
結
城
紬
の
ア
ピ
ー
ル
方

法
、
県
立
病
院
の
本
県
医
療
レ
ベ
ル

向
上
に
果
た
す
役
割
、
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
機
器
の
導
入
、
日
立

港
区
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
メ
リ
ッ
ト
、
笠

松
運
動
公
園
プ
ー
ル
の
早
急
な
復
旧

な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
七
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
付
託
議
案

の
審
査
の
ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
教
育
、
新
た
な
県
立
高
校

の
入
学
者
選
抜
制
度
、
黄
門
マ
ル

シ
ェ
の
運
営
改
善
と
常
設
化
、
健
や

か
こ
ど
も
基
金
や
介
護
基
盤
・
処
遇

改
善
等
臨
時
基
金
の
効
果
と
継
続
見

通
し
、
新
茨
城
農
業
改
革
大
綱
の
も

と
で
の
施
策
の
進
め
方
、
茨
城
県
長

期
水
需
給
計
画
の
見
直
し
、
農
産
物

の
新
品
種
開
発
な
ど
の
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。（
八
面
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い

ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
公
共
基
盤
施
設
の
復
旧
見
通
し

や
原
子
力
安
全
体
制
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。（
六
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条

例
、
人
事
、
報
告
、
意
見
書
な
ど
の

三
十
七
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出

○
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
被
災
地
で
活
動
さ
れ
た
自
衛

隊
等
に
感
謝
す
る
決
議

○
放
射
性
物
質
を
含
む
下
水
汚
泥
等
の
処
分
及
び
再
利
用

に
関
す
る
国
の
支
援
等
を
求
め
る
意
見
書

○
尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
領
海
を
保
全
す
る
た

め
の
体
制
整
備
を
求
め
る
意
見
書

 

ほ
か
四
件

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
二
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
高
校
生
修
学
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
五
件

◆
そ
の
他

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

専
決
処
分
に
つ
い
て

ほ
か
九
件

第
３
回
定
例
会
の

　
　
　
　

主
な
日
程

平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
県

議
会
は
、
以
下
の
会
期
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
12
日
㈪　

 

本　
　

会　
　

議

（
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明
）

■
９
月
15
日
㈭　

 

本　
　

会　
　

議

　
　
　

16
日
㈮
（
代
表
質
問
・
質
疑
）

■
９
月
20
日
㈫　

 

本　
　

会　
　

議

　
　
　

21
日
㈬
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

　
　
　

22
日
㈭

■
９
月
26
日
㈪　

 

常
任
委
員
会

　
　
　

27
日
㈫

■
９
月
28
日
㈬　

 

本　
　

会　
　

議

（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
９
月
29
日
㈭　

 

決
算
特
別
委
員
会

■
９
月
30
日
㈮　

 

予
算
特
別
委
員
会

■
10
月
３
日
㈪　

 

調
査
特
別
委
員
会

■
10
月
４
日
㈫　

 

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら

き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要

平成23年10月17日、本県初の完成自動車メーカー工場となる日野自動車（株）古河工場（所在地：
古河市名崎、敷地面積：約66ヘクタール）の起工式が行われました。来春、海外組み立て用部
品の梱包工場の稼働が予定されています。その後、コア部品の製造を行うなど段階的に拡張し、
平成32年までに大中型トラックの車両組み立てを始める計画です。自動車産業は裾野が広いこと
から雇用の創出や関連企業の取引拡大など大きな経済波及効果が期待されています。

進むグローバル企業の本県進出

日野自動車（株）古河工場 将来イメージ

整備が進む関連道路（県道尾崎境線）

起工式でくわ入れする日野自動車（株）
岡本会長（右）と白井社長（左）


